
Title 妬みの生起における予期の役割

Author(s) 坪田, 雄二

Citation 対人社会心理学研究. 2011, 11, p. 101-108

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/9803

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



対人社会心理学研究, 11, 2011 

- 101 - 
 

妬みの生起における予期の役割 

 
坪田雄二(県立広島大学生命環境学部) 
 
本研究は妬みに関する実証的研究を展望したものである。妬みの定義や類似概念である嫉妬との関連性、妬み感情の構造、

妬みの生起にかかわる要因、妬みの影響に関して概観した。そして妬みの生起に及ぼす予期の役割について指摘した。 

 
キーワード: 妬み、社会的比較、自尊感情、原因帰属、予期 

 

人間の他者との比較行動について社会心理学では社

会的比較の問題として取り上げてきた。Festinger(1954)
は社会的比較理論として、この行動の生起条件や機能・

効果などをまとめている。Festinger(1954)では、どのよ
うな他者が比較対象として選ばれるのか、比較の結果、

何がわかるのかなどの認知的な部分に焦点を当ててい

るが、認知面のみに他者との比較の影響が現れるわけ

ではない。他者と比較することで感情面も影響を受ける。

このような他者とのかかわりの中で感じる感情を社会的

感情といい、今回取り上げる妬み(envy)もその中の 1 つ
である。 

 
妬みとは何か 

(1) 社会的比較によって生じる感情における妬み
の位置づけ 

Smith(2000)は、社会的比較の状況を比較の方向性、
感情の性質、注意の方向の 3 つの観点で分類し、社会
的比較にかかわる感情を分類するモデルを提唱してい

る(Figure 1)。比較の方向性とは自分より優れた者と比較
するか(上方比較)自分より劣った者と比較するか(下方比
較)を示し、感情の性質とは他者の感情と自分が感じる感
情が同質のものか(同化的)異質のものか(対比的)を示し、
注意の方向は注意が自己に向けられているか(自己焦
点)他者に向けられているか(他者焦点)自他共に向けら
れているか(自他焦点)を示している。社会的比較の研究
において、自分よりも優れた他者と比較するか劣った他

者と比較するかは社会的比較を分類する次元としてよく

使われるものであるが、これが比較の方向性にあたる。

ただし、上方比較をすれば必ずしも否定的な感情だけを

感じるわけでもなく、比較の結果、もっと頑張ろうといった

鼓舞を感じる場合もある。下方比較も同様に、常に肯定

的な感情ばかりではない。そこで出てくる次元が感情の

性質である。この 2 次元により上方同化的感情、上方対
比的感情、下方対比的感情、下方同化的感情の 4 つに
分類できる。また、これら 4 つの感情の中でもそれぞれ
の状況で感じる感情には違いがあると思われる。例えば、

劣った他者と比較してその他者と同じように否定的な感

情を感じたとしても(下方同化的感情)、ある時は自分も将
来同じようになるのではないかといった恐怖を感じたり、

かわいそうだといった憐れみを感じたりする場合もあろう。

それにかかわるのが注意の方向である。下方同化的感

情の中で自分に注意を向けた場合は恐怖や困惑が、他

者に注意が向いた場合は憐れみが生じるというわけであ

る。このような 3つの要因から社会的比較によって生じる
感情を分類するのがSmith(2000)のモデルである。この
モデルによると妬みは、上方、対比的、自他焦点の感情

に位置づけられる。つまり、妬みは自分が不快な感情を

感じ、少なくとも他者は不快ではない感情を感じている

(多くの場合他者は優れた業績などをあげており基本的
には快的な感情を感じていると思われる)という意味で対
比的であり、また、常に他者の方が優れた結果を示して

いるため上方比較となる。またこのような状況では、妬み

ばかりではなく抑うつや恥ずかしさを感じたり、怒りを感

じたりする場合も考えられる。これらの感情の差異は注意

の焦点で説明される。抑うつや恥を感じるのは、その際

注意の焦点が自己に向けられる場合であり、怒りを感じ

るのは他者に焦点が向けられる場合である。妬みの場合

は、自他共に注意が向けられているため、自分に注意が

向けられた際に喚起されやすい抑うつや恥などの比較

的穏やかな感情と他者に注意が向いた際の怒りなどの

激しい感情が混在する複合感情と考えられる。 
(2) 妬みと嫉妬の関係 
妬みに類似した感情として嫉妬が取り上げられ、これ

らの感情の違いに関して検討も進められている。両者に

は概念的な定義からは明確な違いが存在する。1 つは
感情の強度であり、嫉妬は妬みよりも激しい感情で、嫉

妬は暴力的、復讐的な行動に結びつくが、妬みは暴力

的な行動に結びつかない(Sullivan, 1956)。また、嫉妬
は他人の方が自分より優位にある、あるいは、優位になり

そうだということを認めた上で積極的にそれを排除し蹴落

としてやろうとする激しい感情であり、妬みは他人が優位

でその他人にとてもかなわないと思ったあきらめの態度

である(詫摩, 1975)などのように、妬みは嫉妬に比べてよ
り弱い感情であると述べられている。また、もう 1つの違
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Figure 1 社会的比較における感情の構造(Smith, 2000より作成) 

 
いはそれぞれの感情が生起する状況の差異である。嫉

妬は自分にとって非常に重要で価値あるものを持ってお

り、それを誰かが自分から奪い去るのではないかという恐

れを感じるときに生じる感情と定義され、妬みは自分が非

常に欲しいと思っているが手に入れていない何かを他者

が持っていることを知覚したとき生じる感情と定義されて

いる(Schimmel, 2008)。嫉妬の場合、非常に重要で価
値あるものとして特定の他者との関係が想定されることが

多く、妬みの場合は手に入れていない何かとして業績や

能力などが想定されることが多い。そのため、嫉妬は三

者関係で生じ、妬みは二者関係で生じるとする見解もあ

る。しかし、その違いの本質は状況における人数ではな

く、嫉妬は失うことへの恐怖、妬みは持ちたいという憧憬

にあると考えられる。 
一方、日常的な場面では妬みと嫉妬はさほど区別して

使われていない という報告もある 。 Parrot & 
Smith(1993)は、妬みと嫉妬の状況を収集しその状況の
分析を行ったところ、嫉妬状況として挙げられたものの中

の約 6 割は上記の妬みの定義に合致する状況であるが、
妬み状況として挙げられたものでは約 1割しか嫉妬の定
義に合致する状況はみられないことを明らかにしている。

すなわち、日常的な用語としては嫉妬は妬みを含む意味

で使われ、より広い意味の言葉であるということであろう

(Figure 2)。このような観点から、嫉妬を社会的関係にお
ける嫉妬(social-relation jealousy)と社会的比較による
嫉妬(social-comparison jealousy)に分類し、妬みを後
者のタイプの嫉妬とするという考え方も出されている

(Bers & Rodin, 1984; Salovey & Rodin, 1984, 1986)。
80 年代、90 年代には妬みを社会的比較によって生じる
嫉妬として検討した研究もあるが、その後はこの言葉を使

った研究もみられず、本稿では、社会的比較による嫉妬

を妬みと同義にとらえていく。 
また、妬みを 2 つのタイプに分ける考え方も見受けら
れる。研究者によって命名に違いはあるものの、基本的

には敵意を含まない妬みと敵意を含んだ妬みの 2 つに
分ける考え方である。これらについて、Shengold(1994)  
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Figure 2 妬みと嫉妬の概念の違い 

 
は良性妬み(benign envy)と悪性妬み(malignant envy)、
Neu(1980)は憧憬的妬み(admiring envy)と悪意的妬
み (malicious envy)、Smith & Kim(2007)は良性妬み
(benign envy)と根源的妬み(envy proper)と呼んでいる。
澤田(2006)は、これらの分類は日本語における羨望と妬
みに対応しており、英語における envy には日本の羨望
(敵意なしの妬み)と妬み(敵意ありの妬み)の両方のニュ
アンスが内包されていると述べている。このように、英語

には羨望と妬みの違いを意識せず同じ言葉で表し、日本

語では、羨望と妬みといった別々の言葉が用意されてい

ることから考えると、日本人にとってこれらの感情はいず

れも身近な感情として意識されてきたことが推測される。 
 

妬みに関する研究の概観 
Smith & Kim(2008)は妬みに関する研究を以下の 4
つに分類している。1 つ目は、宗教、哲学、進化心理学
の観点から妬みを考える立場である。2 つ目は、社会心
理学の観点から対人関係の中での妬みを考える立場、3
つ目は、産業・組織心理学、消費心理学、生理心理学な

どの観点から妬みを考える立場で、4 つ目は、健康心理
学、臨床心理学の観点から妬みを感じる人の身体的、精

神的健康を考える立場である。社会心理学の立場からの

研究は後ほど詳しく述べていくので、ここではそれ以外

の 3つについて簡単に解説する。 
初めに、1 番目の立場の研究は、人はなぜ妬みを感じ
るのか、人にとって妬みはどんな意味を持つのかを明ら

かにすることを基本命題としているものといえる。進化心

理学では、妬みが適応進化の過程の中で獲得されたも

のならば妬みを感じることが適応につながるはずである

という考え方から、妬みのもつ意味を明らかにしようとして

いる。例えば、1つの考え方として次のようなものがある。
生存のためには必要最低限の資源の獲得が必要である

が、その資源は周りの者との競争によって獲得しなけれ

ばならず、その競争に敗れた場合は生存が脅かされる。

妬みは他者との比較において自己が劣勢にある状況で

感じる感情であり、この状況は競争での敗北を予感させ

る。それを回避するための行動の変化や動機づけの高ま

りを生み出す警報システムとして妬みは機能する。これ

以外にも繁殖戦略の一環として、妬みの性差が生じると

いった考え方も提出されているが、いずれにせよ、この

領域の研究は始まったばかりであり、今後の研究の蓄積

が待たれる領域といえよう。 
続いて、3番目の立場の研究は、低い職務満足や集団
生産性、高い離職率・転職率(時には高い生産性)と組織
内で人が感じる妬み(workplace envy)との関連を検討し
ているものがある。ここでは、組織内の妬みは組織の中

には変えるべき何かが存在することのサインと考えられて

いる。また、妬みを喚起することである商品の購買意欲を

高めようとする販売方略(セレブリティ・モデル)や、脳内の
活動と妬みの関連を検討するといったものなどもこれに

含まれる。 
最後に、4番目の立場の研究は、妬みを感じやすい人
は人生における満足感を感じることが少なく、うつ傾向や

自己愛傾向を持つなど、妬みと対人関係や社会的地位

や心理的健康状態との関係を検討したものがある。 
 
社会心理学の観点からの妬みの検討 

ここからは社会心理学の領域で行われてきた妬みに

関する研究をみていく。この領域でも多くの課題が検討さ

れているが、ここでは、妬みの構造、妬みの生起にかか

わる要因、妬みの影響などに関してまとめていく。 
(1) 妬みの構造 
上述のように、妬みは単一の感情ではなく、いくつか

の感情が同時に生じる複合感情と考えられている。その

ため、妬みが生じる状況でどのような感情が生起している

のかという妬みの構造について検討が行われている。澤

田(2005)は小学生、中学生を対象とし、過去の妬み生起
場面と仮想場面の 2 種類の状況を用いて、そこで感じる
感情の構造を明らかにしている。その結果、憎らしい、腹

が立つ、悔しいなどの他者に向けられる感情と苦しい、

悲しいなどの自己に対する感情を見出し、敵対感情、苦

痛感情、欠乏感情の 3 因子を抽出している。また、坪田
(1990)は大学生を対象とし、仮想場面を用いて同様の検
討を行い、あきらめ・無力感、敵意・怒り、驚き・当惑、憧

れ・劣等感の 4因子を抽出している。驚き・当惑の因子以
外は澤田(2005)の結果と同様の結果と解釈できる。驚き・
当惑の因子が後者の結果のみでみられたのは、前者の

研究では、そもそも評定された感情語にこれらの感情に

あたるものが含まれていなかったこと(前者の研究では嫌
な気持ち(negative emotion)に限定して感情を収集して
おり、その結果、比較的中立的(neutral emotion)である
と考えられる驚きなどの感情が含まれなかったこと)が原
因と思われる。また、Shaver, Schwartz, Kirson, & 

妬み 嫉妬 

心理学の概念 日常生活での概念 

嫉妬 

妬み 
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O’Connor(1987)は参加者に 135 の感情語を類似－非
類似の観点から分類させ、感情の分類を行っているが、

妬みは6つの基本感情(愛情、歓喜、驚き、怒り、悲しみ、
恐怖)の中で怒りに近い感情として分類している。また、
Parrot(2001)は妬みの感情体験として切望(longing)、
劣等感 (inferiority) 、対象に焦点化された憤慨
(agent-focused resentment)、全般的な憤慨(global 
resentment)、罪悪感(guilt)、憧憬(admiration)を挙げ
ている。以上のことをまとめてみると、妬みの感情は基本

感情として怒りに近いもので、他者との比較の結果、自分

に注意が向くと悲しみなどの苦痛の感情をより感じやすく、

他者に向くと怒りや憤慨などの敵意の感情をより感じや

すい複合感情といえるようである。 
(2) 妬みの生起にかかわる要因 
これまで検討されてきた妬みの生起因として多くのも

のがあるが、それらは大別すると、妬みを感じる個人の特

性や認知に関する要因、比較次元や比較他者との関係

性に分類できる。 
1) 個人内の要因 (a)自尊感情 妬みの関連が検討さ
れてきた個人特性の中で、最初に取り上げるのは自尊感

情(self-esteem)である。社会的比較における研究では、
自尊感情の低い者は比較を避ける傾向にあることが示さ

れており(高田, 1971)、この現象は自尊感情の低い者は
自分が劣っているという結果により脅威を感じるためであ

ると解釈されている。このように妬みの生起の前提となる

社会的比較においても自尊感情が関連していることや、

妬みだけでなく嫉妬や抑うつ、適応などとの関連におい

ても自尊感情は古くから検討されている。また、妬みとよ

く似た嫉妬の研究では、恋愛関係における嫉妬の生起

モデル(White, 1981a)において嫉妬の生起因の 1つと
して自尊感情の喪失が取り上げられている。このようなこ

とから考えても自尊感情と妬みの関係を検討することは

十分意味のあることであろう。 
これまでの妬みと自尊感情のレベルの関係を検討した

ものをみると、妬みと自尊感情に関連はみられないもの

や自尊感情の低い者ほど妬みを強く感じるものなど、そ

の結果は一致していない(坪田, 1990, 2002)。また、嫉妬
と自尊感情の関係を検討した研究も多く、それらも同様に

一貫した結果は得られていない(Buunk, 1982; 池上･荒
川, 2001; Mathes & Severa, 1981; Stewart & Betty, 
1985; White, 1981b; など)。一方、自尊感情について
は、そのレベルだけでなく、安定性にも注目して検討が

行われている。自尊感情の安定性とは、時系列的、文脈

的な変化で生じる自尊感情の揺らぎの大きさと定義でき

る(Rosenberg, 1986)。この安定性は、学業達成や動機
づけ、怒りや抑うつとの関連性が報告されていることから

もわかるように、自尊感情のレベルと同様に人間の行動

や感情に影響する要因といえる(Kernis, Grannemann, 
& Barclay, 1989; Kernis, Grannemann, & Mathis, 
1991; Kugle, Clements, & Powell, 1983; Waschull & 
Kernis, 1996)。また、Wells & Sweeney(1986)は自尊
感情の安定性を現象的安定性(phenomenal stability)と
統計的安定性(statistical stability)に分類している。現
象的安定性とは Rosenberg(1965)の作成した自尊感情
安定性尺度を用いて測定したものを指し、統計的安定性

とは自尊感情を複数回測定し、その尺度得点の変動を指

標とするものを指す。この現象的安定性と自尊感情のレ

ベルの両方を考慮して妬みとの関連を検討したものに坪

田(2002)がある。ここでは、性、自尊感情のレベル、安定
性の主効果、性と自尊感情のレベル、性と安定性の交互

作用効果が報告され、男性よりも女性の方が、自尊感情

の高い者よりも低い者の方が、安定的な者よりも不安定な

者の方が妬みを強く感じることが示されている。そして、

女性では自尊感情のレベルおよび安定性による違いは

みられないが、男性では、自尊感情の低い者ほど、また、

自尊感情の不安定な者ほど妬みを強く感じることが示さ

れている。また、恋愛関係における嫉妬を対象として自

尊感情のレベルと現象的安定性の効果を検討した研究

(池上･荒川, 2001)もあり、ここでは嫉妬の強さそのもので
はなく、恋人との関係を修復しようとする建設的行動に差

がみられ、不安定な者ほどこのような行動に従事しやす

いことが報告されている。このように、自尊感情の現象的

安定性が妬みに影響することを示した研究もあるが、研

究数も少なく安定した結果とはいえない状況である。また、

自尊感情の安定性のうち統計的安定性に関する検討は

行われておらず、この領域でも研究が必要であろう。 
(b)原因帰属 個人内要因として次に取り上げるのは、
これまでの対人感情研究の中でも検討されてきた原因帰

属である。帰属研究では、帰属される原因の分類次元と

して内在性、安定性、統制可能性を取り上げ、どのような

原因に帰属するかによってその後に生じる感情が異なる

ことが指摘されている。例えば、内的帰属は自尊心や誇

りに結びつき、失敗を統制不可能原因に帰属した場合は

怒りに結びつくなどが示されている(Weiner, 1985)。この
原因帰属と妬みの関連性を検討したものに、Mikulincer, 
Bizman, & Aizenberg(1989)と坪田(1993)がある。
Mikulincer et al.(1989)は、過去の経験の中から他者が
優れた結果を示した状況を想起させ、その際の感情や原

因を評定させたところ、内的帰属において妬みを強く感

じ、内的帰属の中でも不安定な原因ほど妬みが強いこと

を報告している。しかし、坪田(1993)は、内在性、安定性、
原因の方向という 3つの次元を操作した 2種類の仮想場
面を提示してその際の感情を測定したところ、外的帰属

において妬みが強いことを報告している。このように 2つ
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の研究結果は矛盾する結果を示している。これについて

澤田(2006)は、妬み喚起領域の違いが原因であろうと推
論している。すなわちMikulincer et al.(1989)は過去の
妬み場面を自由に想起させているため、最も印象に残っ

た場面が想起されたならば自分の落ち度や失敗による

場面(より内的帰属がされやすい場面)がより想起されや
すいことが予想される。一方、坪田(1993)は主人公があ
る程度努力していたにもかかわらず失敗する場面(より外
的帰属がされやすい場面)が設定されている。つまり検討
した領域がそもそも内的帰属あるいは外的帰属につなが

りやすい領域だったことがこの矛盾した結果につながっ

たということである。また、これ以外の原因も考えられる。

それは帰属と帰属の表明の違いという原因である。坪田

(1993)は、主人公の帰属を「このような結果になったのを
～だからだと思いました」と記述している。これを、主人公

の帰属そのものと認識するか、主人公がそう言ったと認

識するかは読み手(実験参加者)に委ねられている。もし
主人公の発言と認識された場合は、例えば、自分の努力

が足りなかったと言った時、その人が自分の能力不足を

隠そうとしてそういったのだろうと解釈する場合も出てくる

であろう。そうなると外的帰属条件をそのまま外的帰属と

考えてよいかどうか不明となってしまう。以上のような 2つ
の原因が帰属の妬みの喚起に与える影響における矛盾

した結果の原因として推論できる。1番目の原因に対する
方策については、想起されやすい状況が内的帰属につ

ながりやすいのであるとすれば、複数の状況を想起させ、

その際の想起の順で最上位の状況と最下位の状況、そ

れぞれで帰属様式と妬みの喚起の関連性の強さを検討

し比較することで検討可能かもしれない。また、2 番目の
原因については、提示する刺激文に帰属情報を含めず、

状況だけを提示し、その際の帰属を実験参加者に行わ

せ、その際の帰属様式と妬みの喚起の関連性を検討す

ることで対応可能であろう。 
(c)獲得可能性 澤田(2006)は状況認知にかかわる要
因として獲得可能性を挙げている。妬みの状況は定義か

らもわかるように、欲しいと思っているものを他者が持っ

ている状況(自分が他者に負けている状況)において喚
起される。その際、その欠けているものを将来自分も持て

るだろうという認知が獲得可能性にあたるものである。

Ben-Ze’ve(1992)は、自分がとても及ばないと認知すると
それは妬みではなく憧れと考えられると述べているが、こ

のとても及ばないという認知が獲得可能性にあたるもの

であり、澤田(2003)は獲得可能性が高いほど妬みを強く
感じることを報告している。 

2) 比較次元、比較他者との関係性 ここで取り上げる
要因は、自己評価維持モデル(Tesser, 1988)の枠組みで
検討されたもので、比較次元の関連性、比較他者との心

理的近さが妬みの生起にかかわる要因として指摘されて

いる。自己評価維持モデルでは人は自分の肯定的な自

己評価を維持しようと動機づけられると仮定し、自己評価

が維持される状況を遂行結果(performance)、関連性
(relevance)、心理的近さ(closeness)の3つの変数を使っ
て説明している。そして、それが満たされる状況として反

映過程と比較過程の 2つが挙げられている。反映過程と
は自分にとって心理的に近い他者が自分にとってさして

重要でない次元において優れた結果を示す状況(遂行
結果：自分＜他者、関連性：低、心理的近さ：高)で、比較
過程とは自分にとって心理的に近い他者が自分にとって

重要な次元で劣った結果を示す状況(遂行結果：自分＞
他者、関連性：高、心理知的近さ：高)である。3 つの変数
の組み合わせがこれら 2つの過程以外の場合は自己評
価が脅かされる、あるいは、自己評価に何の影響も与え

ないと考えている。以上のことを考え合わせると、妬みを

感じるのは、単に自分の遂行結果が他者のそれを下回る

だけでは不十分で、そこで比較された次元は自分にとっ

て関連性の高いものでなくてはならず、またその比較他

者は自分にとって心理的に近い人物である必要があるこ

とが推論される。このような観点から検討したものに、

Salovey & Rodin(1984, 1986) や Tesser & 
Collins(1988)がある。これらの研究では上述の仮説を支
持する結果が得られている。 
(3) 妬みの影響 
妬みを感じることで人はどのような影響が出てくるのだ

ろうか。一般には妬みを感じることでその他者の悪口を

言ったり、攻撃したり、あるいは破壊行為を行ったりといっ

た否定的な結果がイメージされるかもしれない。しかし、

Foster(1972)は妬みが肯定的、否定的両方の機能をも
つことを指摘している。肯定的な機能とは、妬みを感じる

ことで自分の足りない部分を知り、その改善に向けて努

力するといった動機づけが生じることを指す。とはいえ、

精神的病理や精神分析の領域でも妬みが検討されてい

ること(例えば、Horney, 1937; Klein, 1957 松本訳 
1975)からみても一般的には否定的な機能の面に向けら
れる関心が強く、「妬み＝否定的」の結びつきは強いよう

である。ただ、肯定的な面に対する注意も忘れてはなら

ないだろう。 
ここでこれまでの妬みの影響に関して検討された研究

を紹介する。Silver & Sabini(1978)は、相手を貶めたり
相手の邪魔をしたりといった方法が妬みの結果として生

起しやすいことを示している。Salovey & Rodin(1988)
は、妬みを表さないようにしたり自分自身の力だけで対

処しようとしたりする「自己信頼」、自分の良いところを探し

て低下した自尊心を維持しようとする「自己補強」、こんな

ところで負けてもたいしたことではないと自己の関与度を
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下げる「選択的無視」の 3 つの方略を妬みの影響として
報告している。Vecchio(1997)は職場での妬みの対処方
略の分類次元として「破壊的－建設的」、「他者にかかわ

る－かかわらない」の 2 次元を報告している。澤田･新井
(2002)は小学生、中学生の妬みへの対処方略として、悪
口を言いふらしたりその人を叩いたりといった「破壊的関

与」、何もしないで忘れようとしたり自分にとってあまり重

要でないと考え直したりといった「意図的回避」、誰かに

相談したり自分なりに努力したりといった「建設的解決」を

指摘している。Silver & Sabini(1978)の知見は、
Vecchio(1997)の破壊的で他者にかかわる対処、澤田･
新井(2002)の「破壊的関与」と対応するものであり、
Salovey & Rodin(1988) の 「 自 己 信 頼 」 は 、
Vecchio(1997)の建設的で他者とかかわらない対処、澤
田･新井(2002)の「建設的解決」と対応し、Salovey & 
Rodin(1988)の「選択的無視」は澤田･新井(2002)の「意
図的回避」に対応するものと考えられる。また、この「選択

的無視」の方略は自身の関与度を下げることで妬みに対

応しようとする方略であり、これは妬みの生起にかかわる

要因で指摘した比較次元の関連性の知見と合致する結

果とも考えられる。すなわち、比較次元の関連性(自分に
とっての関与度)が高いほど妬みを強く感じてしまうため、
関与度を下げることで今感じている妬みを低減させようと

する方略と考えられるからである。 
一方、神村・海老原・佐藤・戸ヶ崎･坂野(1995)は、スト
レスへのコーピングの分類として問題解決に焦点をあて

る対処、気分の調節に焦点をあてる対処、回避する対処

を挙げている。妬みが生じる状況は自分にとって関与度

の高い次元で心理的に近い他者が自分より優れたパフ

ォーマンスを示している状況であるため、ストレスを感じる

状況とみなすことができる。そのため、ストレスへの対処と

妬みへの対処には類似性がみられることが推測でき、ス

トレスにおける問題解決に焦点をあてる対処は妬みにお

ける「建設的解決」に対応し、ストレスにおける気分の調

節に焦点をあてる対処は妬みにおける「意図的回避」の

対処に対応するものと考えられる。そして、ストレスへの

対処に対応していない「破壊的関与」の方略は妬みにお

ける対処の特徴といえるものかもしれない。そのことが前

述の「妬み＝否定的」の結びつきにかかわっているのか

もしれない。 
 

まとめ 
ここまで、社会的比較によって生じる感情である妬み

の生起にかかわる要因についてまとめてきた。ここでは、

妬みの生起にかかわる未検討の要因としての予期につ

いて考えてみたい。Smith(2000)の分類は社会的比較
によって生じる感情を分類することを目的としたモデルで

あり、妬みの感情そのものを取り上げたものではない。そ

のため、妬みが社会的比較によって生じる感情であるこ

とは示されても、なぜ妬みが生じるのかについては不十

分な部分がある。例えば、妬みは上方対比的感情である

ことはこのモデルで示されるが、なぜ上方比較の際に同

化的感情と対比的感情が生み出されるのか、その違いは

何によって生まれるのか、といった部分は不明な点があ

る。しかし、妬みの生起を考える際には何が妬みを生じさ

せるのかという問題が重要である。この問題に対しては、

妬みの生起にかかわる要因のところで述べたものが現状

での回答となろう。これらの要因の中で、安定した結果を

示している要因は、獲得可能性、比較次元の関連性、心

理的な近さの要因である。一方、自尊感情と原因帰属は

結果の方向性が研究間で一致しておらず安定した結果

とはいえない。では、これらの要因に共通するものは何

であろうか。獲得可能性とは、将来それを自分も持てるで

あろうという認知のことであり、これは将来における認知、

すなわち予期にあたるものであろう。また、比較次元が自

分にとって関連性の高い場合、すなわち重要な場合に

は、自他の能力の差などの多くの情報を持っていること

が予想される。そして、心理的に近い他者であれば、上

述のような自他の能力差などについてもよく知っているで

あろう。もしそうであるならば将来の自他のパフォーマン

スの状況(自分の方が優れた結果をあげられるか、他者
の方が優れた結果をあげられるか)を推測できることにな
る。これも予期に当たるものである。このように考えると妬

みが生起する状況とは、将来の自他のパフォーマンスに

対する予期が可能である状況といえる。一方、妬みの構

造のところで指摘したように、坪田(1990)は妬みの構成
要素として驚きを見出している。驚きの感情は予想が覆さ

れたとき、あるいは予想を超えた結果を示されたときに感

じる感情である。であるならば、妬みの状況ではその人

物は何らかの予期をもっており、その予期が覆された状

況といえるのではないだろうか。このようなことを考え合わ

せると、妬みの生起には予期が不可欠であり、他者との

比較において自分の方が優れている、あるいは同等であ

るという予期が裏切られた状況で喚起される感情といえる

のかもしれない。 
また、前述のように妬みには良性妬みと悪性妬みとい

った 2 つのタイプが存在する。ともに他者に比べて自分
の方が劣っている状況ではあるが、前者は他者の優れた

業績を素直に喜んだり、時にはとてもかなわないと諦め

たりする羨望にあたり、後者はそれをなんとしても手に入

れようとする本来の意味の(日本語における)妬みである。
もしかすると、この両者の差を生み出す要因が予期なの

かもしれない。つまり、何の予期も生じない、あるいは予

期に沿った結果のような状況で感じる envy は良性妬み
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であり、予期が可能で、それが覆されるような状況で生じ

る envyは悪性妬みになることも考えられる。今後の妬み
に関する研究の中で、状況における予期の働きを検討

することには意味があるのではないだろうか。 
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The role of expectancy on the occurrence of envy 

 
Yuji TSUBOTA(Faculty of Life and Environmental Sciences, Prefectural University of 
Hiroshima) 

 
This article reviewed psychological and empirical studies of envy. The author examined questions such 

as what envy is, what difference there is between envy and jealousy, what structure envy has, what 
factors elicit envy, and what consequence envy has. Finally, the author discussed the role of expectancy on 
the occurrence of envy. 
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